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１、前言

国籍が違う二人が一緒にいれば、文化の違いからいろいろな問題を引き起こしてしまう。それにまつわる話を紹介したい。

ある日本人の女性が台湾人の男性と知り合った。そして、よく一緒に遊ぶ仲になった。しかし、女性は男性の事をただの良い友達としてしか見ていなかった。ある日一緒に遊んでいる時、男性が突然女性の手を握った。女性は驚き、「まだ付き合っているわけでもないのに、どうして手をつなぐの？」と聞いた。その女性の言葉を聞いて、男性のほうも驚いた。どうして女性がこんな質問をするのかわからなかったからだ。女性は更に、「私のこと好きなの？」と聞き、それがきっかけで二人は付き合うことになった。

どうして二人の間にこのような認識の違いが生まれたのだろうか。台湾人と日本人の男女関係に於ける考え方の違いから、このような問題が生まれた可能性もある。その違いについて調査を行った。

（調査人数：台湾人男性75人、台湾人女性103人、日本人男性30人、日本人女性36人、韓国人女性6人）

２、告白派と手を繋ぐ派

上の話から推測すると、この台湾人の男性は告白が重要だとは考えていなかったようである。しかし、日本人の女性は、告白がないのであれば、どんなに仲が良くても、恋人同士とは言えないと考えているようである。では、交際開始の前に告白をする台湾人と日本人の比率を見てみよう。

この表から見ると、日本人と比べ、台湾人は付き合う前の告白をあまり重要視していないということがわかる。しかし、台湾のテレビドラマの中にも、告白のシーンがあり、さらに、台湾人はよく日本のドラマを見たり漫画を読んだりしているので、その影響を受けた可能性もある。

上の質問は「自分」に関するもの、つまり、自分がするかしないか、の点からの調査だが、「一般的に」台湾人は告白というものに対してどう思っているのだろうか。次の表を見てもらいたい。

この結果から見ると、台湾人、特に男性は日本人と比べて告白というものを重要視していないことがわかる。さらに、あまり告白をしたりされたりしないようである。告白派に比べて、台湾では手を繋ぐ派が多いようだ。私がここで言う「手を繋ぐ」というのは、一緒に遊んだり過ごしたりする時間が増え、仲が良くなり、「手を繋ぐ」ことをきっかけとして交際がスタートする、そんなカップルのことである。告白をあまり重要視していない台湾人にとって、「告白」は、ただの儀式にすぎず、そのような儀式などしなくても、「仲の良い友達」から自然に「恋人」になることもあると考えているようだ。それは、「自然」のほうが良い、と考えるからだろう。一方、日本人の男性は、告白に対して積極的で あり、女性も告白は大事だと考えている。それは、お互いの気持ちを確認でき、誤解を発生させるのを避けるためだ。これらを考えると、どちらかが良いとは言い切れない。

３、台湾人と周りの目

日本人は台湾に来て、いろいろな面で衝撃を受ける。その中の一つが、公共の場所で恋人同士が抱きしめ合ったりキスをしたりすることである。欧米人にとっては当然のことかもしれないが、日本人や韓国人にとっては受け入れ難いことである。

台湾人は上にも書いたように公共の場所で抱きしめ合ったりキスをしたりするが、女性はそこまでオープンだというわけではない。しかし、半数以上の台湾人の男性は公共の場所で抱きしめ合ったりキスをしたりできると考えているようである。これは、日本とは異なる部分である。この異なる考え方の原因はどこにあるのだろいか。台湾人は日本人と比べて、周りの人の目を気にしないのだろうか。

４、台湾に於ける外国人の友達・恋人に関する言い伝え

私たち外国人も、台湾で、台湾人の異性と良い関係を築くこともある。もちろん台湾人と外国人の間には言語や文化の違いという壁はあるが、台湾人は外国人の恋人を持つということに対し、どのような考えを持っているのだろうか。

半数以上の台湾人は外国人とも恋人の関係になれると考えているようである（一番上三項目の合計）。この比率は日本人の比率よりも高く、これは、一般的に言って台湾人の英語の能力が日本人よりも高いからなのかもしれない。

台湾人は外国人に対する容認度は高いが 、年齢の面で、男性のほうが女性よりも年齢が高い関係が望ましいと考えているようである。個人的な好みも多少関係しているかもしれないが、これは以前の「男性が女性より年下ではいけない」という風習の影響だろう。昔の台湾人は男性が自分より年上の女性と結婚したら、災いが降りかかると信じていた。現在はそのような言い伝えを信じている人はいないが、今の台湾人もその影響を受けているようだ。これ以外に台湾で発生する男女関係に関する現象に、「兵変」、「同姓と結婚せず」、そして「CCR」というものがある。「兵変」というのは、元々戦争の時に軍隊が裏切る、という意味だが、転じて、今は、男性が兵役に就いている間に、女性が心変わりを起こしてしまう、という意味で使われている。そして、同じ姓を持っているなら、遡れば同じ祖先に辿り着くかもしれない、つまり、元々は同じ家族だった可能性があるから結婚してはいけない、という考えだ。三つ目のCCRというのは、Cross Culture Romanceの略であり、多くの台湾人女性が外国人の男性と恋人関係にあるのを見た台湾人男性が作った言葉である。兵役、血縁の重視、外国との交流、これらは台湾人の男女関係に影響を与えているようである。

５、終わりに

台湾人は日本人ほど告白というものを重要視していない。そして、女性の側も告白は男性の側がするべきだという考えを持っているようで、男性は大きな重圧を感じ、告白に対して積極的になれないようである。男女関係に於いて、台湾人は欧米人の影響を強く受けているようである。しかし、伝統的な価値観も残している。もし、留学生が台湾で恋人を見つけたいのであれば、先に台湾人の理想や価値観について理解しておく必要がある。
